
在宅歯科医療への取り組み 
～地域歯科医療連携室、 
 長崎口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会の活動について～ 

 

平成２６年１月１６日 

大村市在宅ケアセミナー 

医療法人 よしだ歯科 

   吉田 敏 



生きる力を支える歯科治療 

  全身の疾患や障害を抱えた方はもとより、

全ての人々が、食べる、会話する、表情を作

り出すという口腔の機能が生涯にわたって

維持できるように支援してくことが歯科医療

従事者の社会的責務です。 



かかりつけ歯科医機能を確立する 

“自分の患者さんが来院できなくなったら 

         自ら往診する“ 

ーーー医療人としての当然の行動ーーー 

         （医療モデル） 

かかりつけ医の責任と自覚 



よしだ歯科の訪問システム 

訪問依頼 

初診 

訪問歯科診療 

口腔ケアの実施 

モニタリング・評価 

家族・ケアマネジャー・病院・施設 

より事前の情報提供 

歯科医師・歯科衛生士の訪問 

・現場での情報収集 

・アセスメント 

・口腔ケアプランの作成 

・説明と同意 

・歯科医師による訪問歯科診療 

・歯科衛生士による専門的口腔ケア 



定期的な関わり 

居宅  

施設 特別養護老人施設    3施設 

    老人保健施設       １施設 

    ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ         3施設 

    介護付有料老人ホーム  2施設 

    小規模多機能ホーム      1施設 

病院 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院  1病院 

     

 



施設へ関わり 

「みぎわほーむ」 

・地域密着型特別養護老人ホーム 

 （個室ﾕﾆｯﾄ型 定員18名） 

・短期入所生活介護 

 （個室ﾕﾆｯﾄ型 定員18名）    





 



 



 



病院への関わり 
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長崎リハ病院 

療養病床 

施設 

自宅 
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連携 歯科衛生士 

訪問依頼 

（口腔機能改善・向上） 

運営委員会 

訪問診療 

かかりつけ歯科医 

歯科診療オープンシステム 
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崎
市
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病院歯科衛生士による入院時の口腔衛生状態、口腔機能状態の評価とケア開始 

患者及び患者家族、介護者へ治療の説明及び承諾 

担当歯科医の決定 

担当歯科医の訪問、口腔内診査、治療計画の立案 

治療計画の説明と同意 

治療の開始 
診療情報提供書の提出 
（登録歯科医→患者家族） 
治療報告書の提出 
（登録歯科医→病院スタッフ） 

カンファレンスの参加 診療情報提供書の提出 
（登録歯科医→在宅担当歯科医） 
治療計画書・治療報告書の提出 

治療計画書の提出 



年間登録歯科医治療内容 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

義歯 むし歯 歯周病 口腔機能 

2009

2010

2011

2012

歯科診療実績 2009 2010 2011 2012 

件数 395 476 470 515 

延数 1081 1397 1393 1415 

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 35 28 20 5 



登録歯科医部会 
年１回の開催（４月） 

     １．事業報告 

   ２．研修会 

      
テーマ 講師 

平成21年 「ADLの指標について」 長崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 
医師 小笠原貞信 

平成22年 「追跡調査にみる今後の対応  
   について」 

オープンシステム運営委
員 
歯科医師 田代俊夫 

平成23年 「摂食時の適切なﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ」 長崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 
臨床部部長 井手伸二 

平成24年 「食べられる口づくり」 村田歯科医院院長 
歯科医師 黒岩恭子 

平成25年 「チームアプローチ～管理栄養
士、言語聴覚士が歯科に求める
もの～」 

長崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 
管理栄養士 西岡心大 
言語聴覚士 岡崎裕香 



登録歯科医研修会 
平成20年11月14日 

 「実技研修：義歯調整」 

   加藤歯科医院 加藤武彦先生 

平成24年5月26,27日 

 「食医のｽｽﾒ～歯科の、歯科による、歯科のための嚥下ﾘﾊ」 

  「VE講習会」 

      大阪大学歯学部付属病院 顎口腔機能治療部 野原幹司先生 

平成24年9月1日 

 「実技研修：義歯調整、口腔ｹｱ」 

   加藤歯科医院 加藤武彦先生 

   村田歯科医院 黒岩恭子先生 

平成25年9月18日 

 「摂食障害患者に対する口腔管理」 

   長崎大学大学院医歯薬学総合研究科口腔腫瘍治療学分野 梅田正博教授 

平成20年より、長崎口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会へｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰとして参加 

 

 

 



１、口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝとは 



口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝとは 

  「どのような障害があっても諦めないで口から食べる
ことを大切にする全ての活動」であり、具体的には口
の機能（呼吸・咀嚼・嚥下・構音）を重視し、 

  ①口腔ｹｱの徹底 

  ②栄養管理の重視 

  ③廃用症候群の予防 

  ④ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁの重視 

  ⑤救急から在宅に至るまでの継続した活動 

  などを幅広く展開していくことで「旨いものを美味しく
楽しく口から食べ続けられるように」支援していくこと 



①口腔ｹｱの徹底 

  口腔内細菌と内科疾患との関連性、咀嚼機能
と老化・痴呆の関連性など、口腔環境がお年寄
りの全身の健康と密接に関連している。 
口の中の細菌が関与すると考えられる代表的
な全身疾患としては、 
１．誤嚥性肺炎 
２．感染性心内膜炎、敗血症 
３．虚血性心疾患 
４．糖尿病 
などがあげられる。 





②栄養管理の重視（障害の悪循環） 

摂食・嚥下障害 

低栄養 脱水 

免疫力低下 
活動性低下 
易疲労性 

廃用性筋力低下 
感染症合併 

消費ｴﾈﾙｷﾞｰ増
大 

脳虚血増悪 
血行動態性脳血管障害合

併 

嚥下機能低下 
耐久性低下 

藤島一郎「摂食・嚥下リハビリテーション」より 



③廃用症候群の予防 

筋骨格系 拘縮・筋力低下→姿勢（体位）保持困難 
           嚥下に係る筋などの廃用による嚥下障害 

心血管系 起立性低血圧→姿勢（体位）保持困難 

呼吸器系 誤嚥性肺炎 

消化器系 便秘→食事摂取量減少 

神経系 感覚障害、うつ状態→活動性低下 

藤島一郎「摂食・嚥下リハビリテーション」より 



④ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁの重視 

看護師・介護福祉士 

口腔ｹｱ 
歯・歯根部（歯肉) 
ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ 

管理栄養士 

栄養状態評価・ 
栄養治療計画 
（食感・食形態・ 
食欲亢進等の工夫） 

作業療法士 

ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ 
食事動作（手指） 

ｱｲｽﾏｯｻｰｼﾞ 

MSW 

言語聴覚士 

発声・構音訓練 
口唇・舌運動 
・顎運動 

口唇・舌訓練、空
嚥下、ﾌﾞﾛｰｲﾝｸﾞ 

歯科衛生士 

口腔内衛生環境の改善 
（ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ等）・指導 

歯科医師 

口腔機能評価と疾病治療 
訓練ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
義歯調整・改善 

医師 

診断・評価・ 
ﾘｽｸ管理 

理学療法士 

頭頸部・体幹筋力・ 
柔軟性の確保 
呼吸筋・腹筋運動 

呼吸訓練・排痰訓練 患者 家族 



⑤救急から在宅に至るまでの 
継続した活動 

  口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝでは、急性期・回復期・生活

期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮの流れに沿って、急性期を「口か

ら食べる準備期：口腔衛生環境の整備・口腔ｹ

ｱ」、回復期を「口腔機能の再建期」、そして生活

期を「口の機能の維持・向上期」と捉え、それぞ

れのｽﾃｰｼﾞにおける役割の実現・連携に基づく

継続性の確保を行う。 

教育・啓発を目的とした 
“口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会”の設立 



２、長崎県地域歯科医療連携室事業 

 



地域歯科医療連携室モデル事業 

• 平成２３年度歯科保健対策関係予算 

• 在宅歯科医療連携室整備事業 

• 平成２３年１１月より事業開始 

• 平成２４年度長崎県地域医療再生臨時特例

事業基金による事業へ 

• 地域歯科医療連携室モデル事業 

• 平成２４年４月事業開始 

 



地域歯科医療連携室 
（在宅歯科医療連携室）とは 

①医科・介護等との連携窓口 

②在宅歯科医療希望者等の窓口 

③在宅歯科医療や口腔ケア指導等実施歯科

診療所の紹介 

④在宅歯科医療に関する広報 

⑤在宅歯科医療機器の貸出等を行う 



実施団体 

• 長崎県 

• 長崎県歯科医師会 

• 長崎市歯科医師会 

• 島原・南高歯科医師会 

• 諌早歯科医師会 

• 西彼歯科医師会 

• 長崎県歯科衛生士会 

 



• 長崎県歯科医師会 事務局 

対象地区 

• 長崎県下（長崎市、佐世保市、諌早市、雲仙市、
長与町） 

設置窓口機関 



長崎県地域歯科医療連携室の役割 

医科との連携窓口 

①病院、在宅へ歯科衛生士を派遣 

②歯科リスクチェックを実施 

③口腔ｹｱの指導・助言 

④訪問歯科診療の調整 



長崎県地域歯科医療連携室の役割 

介護との連携窓口 

①施設へ歯科衛生士を派遣 

②歯科リスクチェックを実施 

③施設サービスに対する助言および指導 

④施設協力医と連携し、施設サービスを実施 



施設サービスとは 

• 通所事業所（デイケア、デイサービス） 

  口腔機能の向上サービス 

• 介護保健施設（特養、老健等） 

  口腔機能維持管理体制加算 

  口腔機能維持管理加算 

• 居住系施設（グループホーム等） 

  居宅療養管理指導 



長崎県地域歯科医療連携室の役割 

口腔ケアに関する相談窓口 

 病院スタッフや施設職員に対し、口腔ケアに

関する技術指導や講演を実施 



連携病院への介入 

• 和仁会病院（長崎市） 

• 上戸町病院（長崎市） 

• 長崎市民病院（長崎市） 

• 長崎記念病院（長崎市） 

• 愛野記念病院（雲仙市） 

• 宮崎病院（諌早市） 

• 長与病院（西彼 長与町） 

• ｴｷｻｲ会病院（長崎市） 

• 福田外科病院（佐世保市） 

 

 

 







施設への介入 

「みぎわほーむ」 

・地域密着型特別養護老人ホーム

（個室ﾕﾆｯﾄ型 定員18名） 

・短期入所生活介護 

 （個室ﾕﾆｯﾄ型 定員18名）    

平成23年11月～平成24年3月地域歯科医療連携室より歯科衛生士を派遣 



実施内容 

 ①施設職員に対する歯科ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞの実施方法の指導及び歯科ｽｸﾘｰ

ﾆﾝｸﾞの実施 

 ②歯科ｱｾｽﾒﾝﾄの実施 

 ③口腔ｹｱ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画書の作成 

 ④ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

 ⑤職員への口腔ｹｱ指導 

 ⑥施設協力医あるいはかかりつけ歯科医と連携し歯科診療を依頼    

 ⑦口腔機能維持管理加算等への指導及び助言（施設のみ） 

 ⑧口腔機能維持管理体制加算への対応 

 ⑨上記の実施状況の記録（データ収集等報告書作成に関わる記録） 

 

歯科衛生士の派遣について 

 ①地域歯科医療連携室より、歯科衛生士を派遣する。 

 ②歯科衛生士の派遣費及び口腔ｹｱ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ作成費など本事業に
関する費用は、地域歯科医療連携室が負担する。 

 ③みぎわほーむの口腔機能維持管理加算、口腔機能維持管理体制
加算に対する介護保険サービスの請求は行わない。 





事業実績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 





連携病院 
事業アンケート結果（平成24年3月実施） 

１．今回の歯科衛生士の介入時間および回数など  

   
１、多かった 0 

２、適当であった 58 

３、少なかった 6 

４、その他 0 

計 65 



２．歯科衛生士の指導内容について  

１、大変役に立った 39 

２、やや役に立った 18 

３、変わらない 8 

４、役に立たなかった 0 

５、その他 0 

計 65 



３．今回の介入で口腔ケアの意識は変化しましたか？  

       

１、大変高まった 29 

２、やや高まった 27 

３、変わらない 8 

４、低下した 0 

５、その他 1 

計 65 



４．今回の介入が患者様への口腔ケアに生かせ

ると思いますか  

１、強く思う 35 

２、やや思う 29 

３、思わない 1 

４、その他 0 

計 65 



  ５．今回の介入で訪問歯科診療の利用に変化はあり
ましたか 

      

１、利用しやすくなった 44 

２、変わらない 21 

３、利用しにくくなった 0 

計 65 



６・在宅歯科医療連携について  

   退院時カンファレンスへの歯科関係者の参加に

ついて 

１、希望する 24 

２、希望しない 4 

３、わからない 37 

計 65 



みぎわほーむ 
事業アンケート結果（平成24年3月実施） 

１．今回の歯科衛生士の介入時間および回数など  

   
１、多かった 2 

２、適当であった 15 

３、少なかった 3 

４、その他 0 

計 20 



２．歯科衛生士の指導内容について  

１、大変役に立った 14 

２、やや役に立った 6 

３、変わらない 8 

４、役に立たなかった 0 

５、その他 0 

計 20 



３．今回の介入で口腔ケアの意識は変化しましたか？  

       

１、大変高まった 12 

２、やや高まった 8 

３、変わらない 0 

４、低下した 0 

５、その他 0 

計 20 



４．今回の介入が患者様への口腔ケアに生かせ

ると思いますか  

１、強く思う 9 

２、やや思う 11 

３、思わない 0 

４、その他 0 

計 20 



  ５．今回の介入で訪問歯科診療の利用に変化はあり
ましたか 

      

１、利用しやすくなった 14 

２、変わらない 5 

３、利用しにくくなった 0 

計 19 



口腔ケアリーフレット 





地域歯科連携室リーフレット 





お問い合わせ先 



３、長崎口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会 



長崎口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会 

・平成19年9月に発足 

・口の機能の全てについて情報交換を行い、ﾁ

ｰﾑ医療の一環として、救急から在宅に至る

関係職種の口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに対する知識・

技術向上と地域への普及啓発図ることを目

的とする 



長崎口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会 

・平成19年9月に発足 

・口の機能の全てについて情報交換を行い、ﾁ

ｰﾑ医療の一環として、救急から在宅に至る

関係職種の口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに対する知識・

技術向上と地域への普及啓発図ることを目

的とする 



長崎口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会 

・平成19年9月に発足 

・口の機能の全てについて情報交換を行い、ﾁ

ｰﾑ医療の一環として、救急から在宅に至る

関係職種の口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ対する知識・

技術向上と地域への普及啓発図ることを目

的とする 



ﾁｰﾑ医療が必要な理由 

• 1日3回の食事 

• 誤嚥のリスクがある 

• 水分と栄養、全身状態の管理 

• 嚥下障害以外の障害を伴うことが多い 

• 検査や手術 



ﾁｰﾑの主なﾒﾝﾊﾞｰと役割 
メンバー 役割 

医師 全身管理、リスク管理、検査、訓練指示、ゴール、治療方針の最終決定、症状・治療方針の
説明と同意 

言語聴覚士 口腔機能、間接訓練、直接訓練、構音訓練、高次脳機能評価と治療 

理学療法士 頸部体幹訓練、体力アップ、一般運動療法、肺理学療法 

作業療法士 失認・失行評価と治療、姿勢、上肢の訓練と使い方、食器の工夫、自助具 

看護師 バイタルサイン、薬の投与、点滴・経管栄養・気管切開ｶﾆｭｰﾚの管理、口腔ｹｱ、摂食介助、
摂食・嚥下訓練、精神的ｻﾎﾟｰﾄ、家族指導 

看護助手 口腔ｹｱ、摂食介助 

介護者（家族） 口腔ｹｱ、摂食介助、精神的ｻﾎﾟｰﾄ 

栄養士、管理栄
養士 

嚥下食供給、ｶﾛﾘｰ・水分などの栄養管理、嚥下食の作り方の指導・紹介 

薬剤師 調剤（院外処方）、嚥下しやすい薬剤の調整、薬効の説明 

歯科医師 ウ蝕、歯周病など口腔の疾患、義歯の調整など 

歯科衛生士 口腔ｹｱ、口腔衛生管理 

放射線技師 嚥下造影 

ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 環境調整、関係調整、社会資源紹介 

藤島一郎「摂食・嚥下リハビリテーション」より 



患 者 

家 族 

医 師 

理学療法士 

作業療法士 

言語聴覚士 

ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 
ｹｱｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

薬剤師 

歯科衛生士 

歯科医師 

ﾍﾙﾊﾟｰ 

栄養士 

看護師 

藤島一郎「摂食・嚥下リハビリテーション」より 



長崎口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究会 

・平成19年9月に発足 

・口の機能の全てについて情報交換を行いﾁｰ

ﾑ医療の一環として、救急から在宅に至る関

係職種の口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ対する知識・技

術向上と地域への普及啓発図ることを目的

とする 



口のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝとは 

  「どのような障害があっても諦めないで口から食べる
ことを大切にする全ての活動」であり、具体的には口
の機能（呼吸・咀嚼・嚥下・構音）を重視し、 

  ①口腔ｹｱの徹底 

  ②栄養管理の重視 

  ③廃用症候群の予防 

  ④ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁの重視 

  ⑤救急から在宅に至るまでの継続した活動 

  などを幅広く展開していくことで「旨いものを美味しく
楽しく口から食べ続けられるように」支援していくこと 



組織 

• 世話人会 

 ・・・・研究会の運営 

• 実行委員会（県南、県北） 

 ・・・・研修会の企画、開催 

• 事務局 

 ・・・・予算管理等 

 



会員数 
（職種別） 

 



会員数 
（地区別） 



課題 

1. 会員数 

  職種の格差、地域の格差 

２、研修内容 

３、メッセージ 

４、会の活動意義 



今後の活動 

• 多職種協働の下、口のリハ塾や実務研修会

を開催する 

• 地域での連携のきっかけづくり 

• 介護職からのニーズに対応する 

• グループワークをとりいれた研修会開催 

• いつでもどこでもだれでも最良の口腔ｹｱ、口

腔リハが受けられる体制づくり 

• 行政との連携 

 



平成２５年度の予定 

• 3月16日（日）10：00～13：00 

 佐世保市歯科医師会館 

  口腔ケア実務研修会 

• 3月21日（金）13：00～16：00 

 長崎県歯科医師会館 

   「認知症患者の摂食機能障害へのｱﾌﾟﾛｰ

ﾁ（仮題）」 

大阪大学歯学部付属病院 顎口腔機能治療部 野原幹司先生 

 お問い合わせ：長崎県歯科医師会 事務局 

            095-848-5311 



４、長崎県における在宅歯科医療のシステムづくり 

 



訪問診療を行うにふさわしい施設として厚生労働省が求める施設基準が備
わっている診療所のことです。 

  

在宅療養支援歯科診療所 

（1）歯科訪問診療料を算定している実績があること。 

（2）高齢者の心身の特性、口腔機能の管理、緊急時対応等に係る適切な研修を修了した常勤の歯科医師が1名以上配置

されていること。なお、既に受講した研修が要件の一部を満たしている場合には、不足する要件を補足する研修を受講す

ることでも差し支えない。 

（3）歯科衛生士が配置されていること。 

（4）当該診療所において、迅速に歯科訪問診療が可能な保険医をあらかじめ指定するとともに、当該担当医名、当該担当

医の連絡先電話番号、診療可能日、緊急時の注意事項等について、事前に患者又は家族に対して説明の上、文書により

提供していること。 

（5）当該地域において、在宅医療を担う保険医療機関と連携を図り、必要に応じて、情報提供できる体制を確保しているこ

と。 

（6）当該地域において、他の保健医療サービス及び福祉サービスの連携調整を担当する者と連携していること。 

（7）在宅歯科診療に係る後方支援の機能を有する別の保険医療機関との連携体制が確保されていること。 

（8）年に1回、歯科訪問診療の回数等を別添2の様式18の2を用いて、地方厚生（支）局長に報告していること。 





地域歯科医療連携室 



地域歯科医療連携室 



地域歯科医療連携室 



５、長崎県地域医療再生臨時特例基金事業補助金 
  ～長崎県在宅医療推進団体支援事業～ 

 



長崎県の現状と課題 

 超高齢社会の現在、在宅・施設・病院で治療、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、療養中の高齢者
の多くが、口腔に何らかの問題を抱え、またその多くが肺炎や低栄養により入退
院を繰り返しており、口腔ｹｱや口腔機能の維持管理が必要とされているが、歯
科医療の関わりは十分とは言えない。 

 長崎県歯科医師会では、訪問歯科診療のシステムづくりやそれに関わる歯科医
師、歯科衛生士の育成、また施設における口腔機能の維持管理、周術期の口腔
機能の管理などに取り組んでいるが、郡市歯科医師会においては、そのシステム
の格差が否めないような状態であり、訪問歯科診療に十分対応できる歯科医師、
歯科衛生士の不足など、システムを十分に稼働出来ない状態である。 



１）在宅歯科医療の現場で必要とされる知識技術の習得を目的とした 

  研修会の開催。 

   １、在宅歯科医療推進研修会（在宅療養支援歯科診療所の施設届出の基準を満た 

     す研修会） 

   ２、在宅歯科医療ｷｰﾏﾝ研修会（歯科医師対象） 

   ３、在宅歯科医療ｷｰﾏﾝ研修会（歯科衛生士対象） 

   ４、その他、在宅（歯科）医療に関する研修会の開催 

２）在宅歯科医療の実態把握（在宅歯科医療実態調査） 

３）訪問歯科診療および口腔機能維持管理その他周術期等の口腔機 

  能管理システムの構築 

４）地域歯科医療連携室の活用整備  

長崎県在宅歯科医療推進事業 



達成すべき目標 

平成25年度 在宅療養支援歯科診療所の推進（平成27年度まで継続） 

         在宅歯科医療の実態把握 

 

平成26年度 郡市歯科医師会訪問歯科医療システム（郡市在宅デンタルネット）

の構築 

        在宅歯科医療を推進するキーマンとなる歯科医師、歯科衛生士の

育成（平成27年度まで継続） 

 

平成27年度 地域歯科医療連携室と郡市歯科医師会訪問歯科診療システムとの

連携システム（長崎県在宅デンタルネット）の構築 



「食べられる口」というのは、これまでのいわゆる歯科治
療での形態学的回復に加えて、そこに摂食・嚥下機能の障
害があれば、リハビリテーションにより機能回復された、
その人にとってより良い食生活が営めるような器官という
ことである。 
 その「食べられる口」を取り戻すために歯科医がやるべ
きことは、他職種と連携しつつ、自らの専門職としての責
務をしっかり果たすことである。 
 我々の担当は、口腔ケア・口腔リハビリ・歯科治療であ
る。摂食・嚥下の機能とその障害を理解して自分の専門領
域での役割を担うことによって、人々の食生活の向上に役
立つ「食べられる口」を実現できる。 
 

 
 
 
 
 
 



ご静聴ありがとうございました 


